
検討終了

解析①
海水考慮、⾒直し前の領域管理で、未臨界を確保できる
限界流量Qの解析

解析②
海水を考慮し、流⼊流量を m3/hとしたうえで
未臨界を確保できるよう燃料配置条件を検討

解析③ （p31,32参照）
チェッカーボード配置で、最⼤流量を m3/h、
海水考慮とし、N×Nに集中し、水位を変化させた場
合の解析を実施

SFPの燃料配置条件を決定。

SFPに流⼊した水が局所に集中した場合の検討フロー

解析④（p33,34参照）
解析③の評価結果の実効増倍率が最⼤であることを確認
するために、以下の条件で感度解析を実施（いずれも海
水考慮）
・N×Nに流量が集中し、かつ液膜割合が変化する場合
・N×Nに流量が集中し、かつ外側の水密度が変化する
場合（マスバランスは考慮）

⾒直し前の2領域管理では
判定基準を満足しない
チェッカーボード配置
（領域Bは20G）で
判定基準を満足する

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。

チェッカーボード配置を採用（領域Bの燃焼度は、
実効増倍率の余裕をみるため20Gから25Gに変更）

⾒直し前の領域管理での限界流量Qを
設備上の最⼤流量 m3/hが上回る
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＜条件の違いによる感度解析の⼀例＞
〇 海水を考慮した効果︓Δkeff＝約0.03
〇 ⾒直し前の領域管理とチェッカーボード配置の差︓Δkeff＝約0.05

解析③の条件で実効増倍率
が最⼤となることを確認


